
１　本リストは、オープンカウンター方式実施要項に基づく手続が必要です。

２　本方式は随意契約を前提とした見積依頼であり、有効な見積書をもって申込みをした者のうち、予定価格の制限の範囲内で
　最低の価格の見積書をもって申込みをした者を契約の相手方とします。

３　件名リスト
一連
番号

件 名 
納入（履行）

場所
納期

（履行期間）
見積依頼書

公表日
見積書

提出期限
見積合わせの

日時
防衛省競争
参加資格

備考

115 建設機械等レンタル
陸上自衛隊原村演
習場

8.10.2～8.10.7 8.9.7
8.9.14

09時00分
8.9.14

09時00分
無し

市価調査書期限
8.9.11　12時00分

以下余白

４　仕様書の交付場所、契約条項等を示す場所、問合せ先及び提出先
　〒７３６－００５３
　住所：広島県安芸郡海田町寿町２－１
　契約機関名（担当）：陸上自衛隊海田市駐屯地第３５０会計隊　桐山（きりやま）
　電話番号（内線）：０８２－８２２－３１０１（内２３４３）
  FAX番号：０８２－８２３－４２２６
　仕様書の内容に関するお問い合わせ先：０８２－８２２－３１０１（内２３１７）（たかはし）

※中部方面会計隊ホームページ（https://www.mod.go.jp/gsdf/mae/mafin/）の実施要領を確認の上、お問い合わせください。

令和 　8　年　9　月　7　日

海田市駐屯地におけるオープンカウンター方式による見積依頼について



総品目総額
（消費税及び地方税を含まない。）

単位 数量 単価 金額

ＳＴ 1

   本件に際しまして、広く市場価格調査を実施し、適切な価格の把握に努めるため、各取引業者の方々に
ご協力を頂いております。上記の市場価格調査表に金額をご記入の上、FAXでご返信お願いします。

　　ＦＡＸ：０８２－８２３－４２２６
　仕様書の内容に関するお問い合わせ先：０８２－８２２－３１０１（内２３０３）

令和　　年 　　月　　日

分任契約担当官
陸上自衛隊海田市駐屯地
第３５０会計隊長　　林　勝之　   殿

住      所
　担当：陸上自衛隊海田市駐屯地第３５０会計隊　桐山（きりやま） 会 社 名

代表者名 ㊞

契約保証金 免除 見積書有効期間

納入場所 陸上自衛隊原村演習場 履行期間 8.10.2～8.10.7

￥               

品　　名 規格

建設機械等レンタル 仕様書のとおり

以下余白

令和 　８　年　９　月　１１　日

市場価格調査書

 件名リスト一連番号 115



総品目総額
（消費税及び地方税を含まない。）

単位 数量 単価 金額

ＳＴ 1

   上記に関して「入札及び契約心得」、「オープンカウンター方式実施要項」及び「標準契約書等」の
契約条項等を承諾のうえ入札見積いたします。また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））
は「入札及び契約心得」に示された暴力団排除に関する誓約事項について誓約いたします。

　仕様書の内容に関するお問い合わせ先：０８２－８２２－３１０１（内２３０３）
令和　年 　　月　　日

分任契約担当官
陸上自衛隊海田市駐屯地
第３５０会計隊長　　 林　勝之　   殿

住      所
担当：陸上自衛隊海田市駐屯地第３５０会計隊　桐山（きりやま） 会 社 名

代表者名 ㊞

規格

見　　　　積　　　　書

 件名リスト一連番号 115

品　　名

￥               

令和 　８　年　９　月　１４　日

仕様書のとおり

以下余白

建設機械等レンタル

契約保証金 免除 見積書有効期間

納入場所 陸上自衛隊原村演習場 履行期間 8.10.2～8.10.7



陸上自衛隊仕様書 

物品番号 
 

仕様書番号 １／１ 

 

役 

務 

名 

称 

 

 

 

建設機械等レンタル 

承認年月日 令和  年  月  日 

作成年月日 令和 ８年 ９月 ２日 

変更年月日 令和  年  月  日 

作成部隊等 海田市駐屯地業務隊 

１ 役務場所  広島県東広島市八本松町原（陸上自衛隊原村演習場） 

 

２ 役務期間  レンタル期間 令和８年１０月２日（金）～７日（水）の６日間 

 

３ リース概要 

種 別 概   要 数 量 備 考 

レンタル 

クサカルゴン 0.25㎥粉砕式 

ｱｸﾃｨｵ 商品コード MCW25002に準ずる。 
１台 

 

油圧ショベル 0.25㎥ 

ｱｸﾃｨｵ 商品コード VBB25GNZに準ずる。 
１台 

 

コンパクター 60kg 

ｱｸﾃｨｵ 商品コード GB106000に準ずる。 
２台 

 

 

４ 一般事項 

（１） 建設機械の持込・引取は請負者で行う。 

（２） 建設機械の持込時間は１０月２日（金）午前８時３０分頃とし、原村演習場管理室付近で 

の引渡しを基準とし、細部は係官と調整を行う。 

（３） 返却は１０月７日（水）午後１６時３０分とし、持込時と同様の場所で行う。 

（４） 持込時に器材の操作要領等について、係官及び使用者に説明を行う。 

（５） 燃料は引渡時には請負者が、返却時には官側が満タンとする。 

（６） 関係書類は、部隊側から指示されたものを速やかに提出すること。 

 

５ 特記事項 

（１）作業中での建設機械の故障については請負者の責任において取替を行うこと。 

   そのためレンタル料と併せて補償料についても計上すること。 

（２）今回使用用途の主なものは、草刈り及び道路補修である。 

 

６ 検査 

  持込時に納品（納入）検査、返却時に返却の検査を検査官により行う。 

 

 


